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たい けん
…で知ったくるま れきし
車の歴史とメカニズム

LtlJfL ひら Jlヽ かいLJ,■1.ヽ hヽrlん ZLN 亡んEI L.i30<YLI t■< ⊂ん rfJ! 弧 e ■とP
飯田市で7月19E]I=開いた第7回信毎こどもスク-ル｢体験で学ぼう!くる さん(53)｡参加した小学生など約100人が､鈴木さんのあ話を聞いた後､鈴
neL LALI EL▼ 亡ん し○乱l こんか.I t･ん L.牡 Z=iEZlr)せいEしいZ!こうZt▲3こtこうElんとうささ とんとつ
まの歴史とメカニズム｣を､信毎ことも記者15人か取材しました.今回の先 木さん､地元の多摩川精機､飯田=業高校原動機部がそれぞれ担当した三
世い とうZl▲つ こくLhZ)d<Gl<せつZlん Lld<dじのし tlA.七〇つ けEZrSよし Jllr7んJE▲J>しっ L,とうし■ rLEL しく bの むモ
生は､東京にある国立科学博物館で科学技術史の研究をしている鈴木一義 つの体験教室で､自動車の歴史や仕組みを楽しく教わりましたO

昔からこどもたちは車が大好きでした｡みんな

もメカニズムを勉強して､もっと大好きになってく

ださい｡身の回りにも､いろいろなメカニズムが

使われています｡王休みに調べてみてください｡
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